
－1－

　私たちは教会や世の隣人に対して奉仕をする務め
を主から託されています。それをよりよく果たすの
にはどうしていけばよいのでしょうか。
　マルタとマリアの物語は善いサマリア人のたとえ
を通じて律法の専門家を教えられた物語に続く部分
です。私たちはここでもイエス様は何か同じような
ことを教えられているのではないか、と御言葉に聴
くことができます。この物語の前の９章においてイ
エス様は先に使いの者として12人の弟子たちを派遣
なさいました。派遣された弟子たちは後から来られ
るイエス様のために準備をしたのです。それは単に
寝泊まりする場所を準備したということではありま
せん。10章９節によれば、病人をいやし、「神の国
はあなたがたに近づいた」と告げる役目を負ってい
ます。イエス様が語り、行なっておられることを前
もって人々に告げ知らせたのです。そして、弟子た
ちにより「ある村」（38節）にも知らされたのです。
　38節の後半には「すると、マルタという女が、イ
エスを家に迎え入れた」とあります。イエス様の一
行を迎え入れるとは、その人々をもてなすだけでな
く、自分の家を、神の国の福音がその町で宣べ伝え
られるための拠点として開放する、という意味です。
ここでマルタが大切な役割を果たしたことがわかり
ます。
　さて、私たちはマルタとマリアの姉妹が対比的に
語られているように読んでしまい、そこに気を取ら
れがちです。42節に「マリアは良い方を選んだ」と
あるからです。しかし、すでにマルタはイエス様を

信じる信仰者となっていました。おそらく先に派遣
されてきた弟子たちの話を聴いて、イエス様と弟子
たちの一行を自分の家に迎え入れるという信仰の決
心をしたのです。ですから、マリアよりもマルタの
信仰が先にあったのも確かでしょう。
　しかし、残念なことに、ここでマルタは心を乱し
ており、不満の言葉をイエス様に言うのです。心が
乱れると、自分のしている働き、奉仕を喜びをもっ
てできなくなります。それでイエス様はマルタを教
えておられます。「必要なことはただ一つだけであ
る」。
　イエス様のこの御言葉を自分に引き寄せて考える
時、私たちは信仰者としてのあり方を教えられます。
それは今、自分がどういう信仰の深みに立っている
のかという問題です。少し前の箇所、「善いサマリ
ア人のたとえ」（25～37節）から福音書を振り返り
ますと、これまで登場した３人の人物、律法の専門
家、マルタ、マリアに、そして今の私たちを加えて
もよいでしょうが、各自がそれぞれに信仰の深みへ
と至り、行いの決心をする場に立っています。
　この福音書はルカが初代の教会にあてたイエス様
の福音です。当時の教会の人々の間でも奉仕につい
ての議論が交わされていたのでしょう。
　この物語が示しているのはマルタとマリアのどち
らが正しいのかではなく、それぞれ異なる場に立つ
信仰者が、ある時は御言葉に聴き、またある時は御
言葉に基づいて自分の奉仕を見定めていく大切さな
のです。� （加西伝道所牧師）
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必要なことはただ一つだけ
　しかし、必要なことはただ一つだけである。マリアは良い方を選んだ。それ
を取り上げてはならない。� （ルカによる福音書10章42節）
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